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本日お伝えしたいこと
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社会・産業基盤としてのICT基盤の考え方

2020年代に向けて日本が必ず対応しなくてはならない課題の解決
にはICTの活用が必要不可欠

多様なニーズに対応したICT基盤が必要

競争の枠組みの考え方

ICT基盤を担う事業者の姿も多様化しており、競争の枠組みの捉え
方を市場環境に合わせて変えていく必要がある

スマートフォンの急速な成長により、競争は通信レイヤーを超えて起きている

移動-固定通信は競争と協業が始まっている
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社会・産業基盤としてのICT 

ICTの利活用は、超高齢社会の課題解決に寄与する

例えば、ICTを活用した健康づくり事業により、高齢者の体力年齢の若返り、医療費の削減が実
現されている。

出所）総務省「ICT超高齢化社会構想会議報告書」
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社会・産業基盤としてのICT 

ただし、高齢者におけるＩＣＴの利用はまだ限定的

電子メールやウェブ検索等については、60％程度が「よく使っている」と回答しているが、SNSや
ネット・ビデオ電話等については、「よく使っている」と回答したのは10％以下にとどまる

出所）総務省「ICT超高齢化社会構想会議報告書」

高齢者のICT利用傾向
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2020年代に向けた社会・産業基盤としてのICT基盤の考え方

日本が直面している課題の解決に、ICTを活用していくことは必須。そのためには「
最低限のＩＣＴ基盤」が広く活用される状態を整備する必要がある。

M2M等の人と人とのコミュニケーションとは異なる通信ニーズに対応することや、高齢者
や中小企業等のICTの活用余地が残されているグメントに使ってもらうことが必要。

高速・高品質なネットワークだけでなく、上記のような多様なニーズに対応した料金
やサービスメニューが提供されるような政策が必要ではないか。
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2020年代に向けた「競争」の考え方
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googleやApple等の通信事業者以外のグローバルなプレイヤーの影響力が増加し
ており、「競争」は通信業者同士だけでなく、通信レイヤーを超えて起きている。

通信事業者同士の競争も必要だが、それは我が国にICT競争力につながるような
健全な競争であるべき。

単なる「経済的インセンティブ付与による利用者の奪い合い」だけでは、通信レイヤーを
超えた競争力につながらないのではないか

また、移動通信-固定通信が競争・協業をしている中、それぞれの市場個別に政
策を考えていく意味は薄れている。

急激なトラヒック増加に対応するためには、移動-固定通信の連携は不可欠

一方で、移動-固定通信のバンドル等が進む中で、事業者のスイッチが容易となるよう
な光ファイバー等のインフラのあり方を考える必要がある




